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PREFAZIONE ALL’EDIZIONE ITALIANA

Manabō! Nihongo (volume 1) è stato pubblicato dall'editore Senmon Kyouiku nel 2005 per 
fornire le conoscenze grammaticali e lessicali utili al raggiungimento del livello 5 previsto 
dal Japanese Language Proficiency Test (JLPT N5). Il manuale presenta una struttura modu-
lare divisa in unità tematiche corredate di esercizi che pongono l’accento sulle costruzioni 
sintattiche e sull’implementazione immediata di un ricco lessico. In particolare, nella sezio-
ne dedicata ai dialoghi e ai fumetti, il volume stimola la pratica del rephrasing e l’uso della 
lingua in situazioni di vita quotidiana attraverso l’immedesimazione con un gruppo di stu-
denti stranieri in Giappone, ciascuno dei quali apprende la lingua con finalità diverse. 

La struttura modulare di Manabō! Nihongo ha stimolato negli anni un feedback estrema-
mente positivo da parte dei discenti stranieri tanto da spingere i curatori di questa edizione 
a volerlo adottare all’interno di percorsi didattici presso la scuola superiore di secondo gra-
do e in corsi universitari. Lo sviluppo dell’interazione con il volume, però, ha portato i do-
centi coinvolti nel processo di localizzazione a voler arricchire la versione giapponese con 
osservazioni scaturite nell’ambito della propria didattica, cercando di rendere il volume più 
intuitivo senza alterarne l’impostazione pedagogica. 

Per rendere l’interazione col testo più agevole, in questa edizione, Manabō! Nihongo contie-
ne efficaci spiegazioni grammaticali aggiuntive per ogni sezione del volume. Sempre al fine 
di rendere più accessibile il manuale a chi si avvicina alla lingua giapponese da principiante, 
sono state inoltre inserite le consegne degli esercizi in italiano, spiegando nel dettaglio in 
quali situazioni usare le strutture e favorendo un’ambientazione veloce nei micro-contesti 
di utilizzo quotidiano della lingua. In questa sua nuova veste, il volume presenta anche la 
traduzione delle tavole e del glossario al fine di coadiuvare chi studia durante il processo di 
memorizzazione dei contenuti e nell’organizzazione del lavoro individuale.   

Le unità del volume sono state curate come segue: unità 1-7 Francesco Vitucci, 8-14 France-
sco Comotti, 15-20 Andrea Maurizi. 
Il glossario è stato tradotto da p. 184 a p. 192 da Francesco Vitucci, e da p. 192 a 199 da An-
drea Maurizi. 
Le pagine introduttive al volume, le tavole dei kana e quelle finali sono state curate da Fran-
cesco Vitucci.

Gennaio 2019

Francesco Comotti
Andrea Maurizi

Francesco Vitucci
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TAVOLA HIRAGANA
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TAVOLA KATAKANA
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会
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社
しゃ
の  社

しゃ
 長
ちょう

ワンさんの  お父
とう
さんの  友

とも
だち

50 歳
さい

田
た

中
なか

 みどり

妻
つま

48 歳
さい

田
た

中
なか

 道
みち

子
こ

娘
むすめ

21 歳
さい

山
やま

田
だ

  一
いち

郎
ろう

日
に
本
ほん
語
ご
の  先

せん
生
せい

26 歳
さい

朴
パク

  明
ミョン

淑
スク

22 歳
さい
・韓
かん
国
こく

ビル カルロス 李
リー

  志
チー

敏
ミン

１. Personaggi principali

La famiglia ospitante

Gli amici della scuola di giapponese

学
がく

  習
しゅう

  を
　　はじめるまえに

22歳
さい
・アメリカ 20 歳

さい
・ブラジル 19 歳

さい
・シンガポール

Prima di cominciare!
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０ れい／ゼロ　　　　 １ いち　　      ２ に　　　　３ さん　
　　　

４ し／よん　　　　　５ ご　　　　　６ ろく　　　７ しち／なな

８ はち　　　　　　　　９ く／きゅう　　　　　　10 じゅう

11 じゅういち　　　　　　　　　　　　12 じゅうに
13 じゅうさん　　　　　　　　　　　　14 じゅうし／じゅうよん
15 じゅうご　　　　　　　　　　　　　16 じゅうろく
17 じゅうしち／じゅうなな　　　　　　18 じゅうはち
19 じゅうく／じゅうきゅう　　　　　　20 にじゅう

30 さんじゅう　　　　　　40 よんじゅう　　　　　50 ごじゅう
60 ろくじゅう　　　　　　70 ななじゅう　　　　　80 はちじゅう
90 きゅうじゅう　　　　  100 ひゃく

学
がく

  習
しゅう

  を
　　はじめるまえに

Prima di cominciare!

２ . I numeri
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４.  Espressioni da usare in classe
　1. 始

はじ

めましょう
　2. 終

お

わりましょう
　3. 休

やす

みましょう
　4. わかりますか
 　…はい、わかります
 　…いいえ、わかりません
　5. もう一

いち

度
ど

　6. いいです
　7. だめです
　8. 教

きょう

科
か

書
しょ

を開
ひら

いてください
　9. 教

きょう

科
か

書
しょ

をしまってください
  10. テスト（試

し

験
けん

）をします
  11. 質

しつ

問
もん

がありますか
  12. あとについて言

い

ってください
  13. 答

こた

え、例
れい

  14. 名
な

前
まえ

、クラス

３. I saluti
　1. おはよう／おはようございます
　2. こんにちは
　3. こんばんは
　4. さようなら
　5. ありがとう／ありがとうございます
　6. すみません
　7. お願

ねが

いします
　8. 失

しつ

礼
れい

します
　9. いただきます
  10. ごちそうさま／ごちそうさまでした
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 学
がっ

校
こう

 

５. （身
み

のまわりのもの）

携
けい

帯
たい

電
でん

話
わ

 公
こう

衆
しゅう

電
でん

話
わ

  弁
べん

当
とう

 カップラーメン

 

 

　

 

おにぎり お湯
ゆ

 お茶
ちゃ

 コーラ

コンビニ 駅
えき

 改
かい

札
さつ

口
ぐち

教
きょう

室
しつ

  

時
じ

刻
こく

表
ひょう

 地
ち

図
ず

 路
ろ

線
せん

図
ず

窓
まど

机
つくえ

ドア椅
い

子
す

  
　

電
でん

車
しゃ

 バス 地
ち

下
か

鉄
てつ

 タクシー

えんぴつ 筆
ふで

箱
ばこ

 シャープペンシル ボールペン
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第
だい

１課
か

  わたしは　ワンです。

わたしは　ワンです。
これ／それ／あれは　本

ほん

です。
これは　わたしの　本

ほん

です。

こちらこそ、
どうぞよろしく
おねがいします。

　はじめまして。
わたしは　ワンです。
どうぞよろしく
おねがいします。
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例
れい

1；ワン

  →ワンさんは　学
がく

生
せい

ですか。　
――はい、（ワンさんは）学

がく

生
せい

です。

 例
れい

2；ワン・会
かい

社
しゃ

員
いん

→ワンさんは　会
かい

社
しゃ

員
いん

ですか。
――いいえ、（ワンさんは）会

かい

社
しゃ

員
いん

では　ありません。
    （ワンさんは）学

がくせい

生です。

はははははは ... すですですですですですです
はははははは
ワン、キムさん、かいしゃいん
です・ではありません

　(1) キム・学
がく

生
せい

(2) スタット・ベトナム人
じん

 (3) 山
やま

田
だ

・26 さい
　(4) カルロス・会

かい

社
しゃ

員
いん

　　(5) パク・学
がく

生
せい

(6) 道
みち

子
こ

・日
に

本
ほん

人
じん

例
れい

；学
がく

生
せい

→はい／いいえ

　　　→あなたは 学
がく

生
せい

ですか。　　　

――はい、（わたしは）学
がく

生
せい

です。

――いいえ、（わたしは）学
がく

生
せい

では　ありません。

(1) 会
かい

社
しゃ

員
いん

→はい  (2) 30 さい→いいえ 

 (3) アメリカ人
じん

→いいえ (4) キム（さん）→はい

ワン
学
がく

生
せい

19さい
中
ちゅう

国
ごく

例
れい

；

1　わたし　は　ワン です。

2　わたし　は　かいしゃいん では ありません。

3　あなた　は　キムさん　です　か。
かんこくじん

ちゅうごくじん

にほんじん

がくせい 19さい

21さい

せんせい

1

2
れ
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例
れい

1；ワンさんは　学
がく

生
せい

です。（カルロス）
→ A: ワンさんは　学

がく

生
せい

です。カルロスさんも 学
がく

生
せい

ですか。
  B: はい、カルロスさんも 学

がく

生
せい

です。

例
れい

2；ワンさんは　学
がく

生
せい

です。（スタット）
　→ A: ワンさんは　学

がく

生
せい

です。スタットさんも 学
がく

生
せい

ですか。
  B: いいえ、スタットさんは 学

がく

生
せい

では　ありません。
スタットさんは 会

かい

社
しゃ

員
いん

です。
(1) キムさんは　韓

かん

国
こく

人
じん

です。（パク）
(2) スタットさんは 会

かい

社
しゃ

員
いん

です。（カルロス）
(3) 山

やま

田
だ

先
せん

生
せい

は　26 さいです。（スタット）
(4) 道

みち

子
こ

さんは　学
がく

生
せい

です。（パク）

1 Ａ：はじめまして。わたしはワンです。どうぞよろしく。
Ｂ：わたしはリーです。こちらこそよろしく。

2 Ａ：失
しつ

礼
れい

ですが、お国
くに

はどちらですか。
Ｂ：中

ちゅう

国
ごく

です。

3 Ａ：すみません、あの方
かた

はどなたですか。
Ｂ：（あの方は）カルロスさんです。

お仕
し

事
ごと

はなんですか
おいくつですか

キム
学
がく

生
せい

21 さい
韓
かん

国
こく

山
やま

田
だ

先
せん

生
せい

26 さい
日
に

本
ほん

パク
学
がく

生
せい

22 さい
韓
かん

国
こく

道
みち

子
こ

学
がく

生
せい

21 さい
日
に

本
ほん

スタット
会
かい

社
しゃ

員
いん

25 さい
タイ

カルロス
学
がく

生
せい

20 さい
（はたち）

ブラジル

3

例
れい

；学
がく

生
せい

・19 さい・中
ちゅうごく

国
　 → 学

がく

生
せい

です。19 さいです。中
ちゅう

国
ごく

人
じん

です。だれですか。
――ワンさんです。

 (1) 学
がく

生
せい

・21 さい・韓
かん

国
こく
。
　　　　(2) 会

かい

社
しゃ

員
いん

・25 さい・タイ
 (3) 学

がく

生
せい

・はたち・ブラジル　　　(4) 学
がく

生
せい

・21 さい・日
に

本
ほん

4
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(1) ノート (1) ノ ト (2) 辞
じじ

書
しょしょ

(3) お茶
ちゃちゃ

(4) ペン

ジュースジ

例
れい

１；本
ほん

　　→これは 本
ほん

ですか。
　　――はい、それは　本

ほん

です。
例
れい

2；雑
ざっ

誌
し

→これは 雑
ざっ

誌
し

ですか。
　　――いいえ、　　 い 雑

ざっ

誌
し

では　ありません。それはません。 本
ほん

です。

例
れい

１；本
ほん

→それは 本
ほん

ですか。
　――はい、そうです。これは 本

ほん

です。

例
れい

2；雑
ざっ

誌
し

→それは 雑
ざっ

誌
し

ですか。
　　　――いいえ、ちがいます。これはちがいます　 い 本

ほん

です。です。

例
れい

；

(1) 携
けいけい

帯
たいたい

電
でんでん

話
わわ

 (2) コーヒー (3) ハンカチ (4)(2) コ ヒ 時
と

計
けい

1　これ　は　えんぴつ です。
2　それ　は　いす　です。　
3　あれ　は　まど　です。
4　これ　は　カメラ の　ほん　です。

めがね

えいが・ざっし

これ　　　それ　　　あれ

？？

例例
れい

；； ？？

つくえ

テレビ

はははははは ... すですですですですですです
れれこれこれこれこれれ そそそ・そそそそれれれれ・れれれ あれあれあれあれあれあれあれ はははははは

えんぴつ、いす、まど、
カメラのほん です・ではあ
りません

1
れ

2
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例
れい

；それは　なんな の　本
ほん

ですか。
――これは 映

えい

画
が

の　本
ほん

です。

例
れい

；あれは　なんな ですか。
――あれは テープです。

Ａ：これはなんのテキストですか。
Ｂ：日

に

本
ほん

語
ご

のテキストです。
Ａ：それも日

に

本
ほん

語
ご

のテキストで
すか。

Ｂ：いいえ、ちがいます。
　これは英

えい

語
ご

のテキストです。

例
れい

；本
ほん

（映
えい

画
が

）

例例
れいいいい

；

(2) つくえ

？？

？

CD ̶ タイ語
ご

の CD ̶中
ちゅう

国
ごく

語
ご

の CD

雑
ざっ

誌
し

̶自
じ

動
どう

車
しゃ

の雑
ざっ

誌
し

̶バイクの雑
ざっ

誌
し

(1) テープ（日
にに

本
ほんほん

語
ご

） (2) CD（音（（
おんおん

楽
がくがく

） (3) 新
しん

聞
ぶんんん

（中（（
ちゅう

国
ごく

語
ご

） (4) 雑
ざっ

誌
し

（コンピューター）

例
れい

；ボールペン・シャープペンシル
  Ａ：それはボールペンですか、シャープペンシルですか。
  Ｂ：これはボールペンです。

　 (1) 本
ほん

・雑
ざっ

誌
し

(2) お茶
ちゃ

・水
みず

(3) 英
えい

語
ご

の辞
じ

書
しょ

・日
に

本
ほん

語
ご

の辞
じ

書
しょ

(4)「ナ」・「メ」 (5)「れ」・「わ」

(1) ホワイトボードホワイトボ (3) コンピューターピ タ (4) たな

3

4

～ですか、～ですか。
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例
れい

1；ワン
→これは ワンさんの 時

と

計
けい

ですか。
　　 ――はい、（これは）ワンさんの（時

と

計
けい

）　です。計

例
れい

2；あなた
→これは あなたの 時

と

計
けい

ですか。
――いいえ、わたしの　では　ありません。ワンさんの　です。

1　これ は わたし の とけい です。

2　それ は わたし の です。

3　あの カメラ は わたし の です。

例
れいれい

；

(1) 手
てて

帳
ちょうちょう

　　　　　(2) テキスト　　　(3) かばん

あの　ひと

この　　　その　　　あの

？？ ？？
？

？？

例
れい

；

例
れい

；帽
ぼう

子
し

→ワンさんの 帽
ぼう

子
し

は　どれ　ですか。どれ　
――これです。

(1) スタット　　　 (2) パク　　　 (3) 山
やまやま

田
だだ

先
せんせん

生
せいせい

ワンさん・かばん

ラジオ・せんせい

ははははははは .は ..... ですですですですですですですです
のの わたわたわたししし

わたしの

1

2
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例
れい

1；ワン

→その 本
ほん

は ワンさんの　ですか。
　　　――はい、そうです。
　　　　　（この 本

ほん

は）　ワンさんの　です。

例
れい

2；あなた

　 →その 本
ほん

は あなたの　ですか。
　　　――いいえ、ちがいます。（この 本

ほん

は） ワンさんの　です。

例
れい

；その　筆
ふで

箱
ばこ

は　だれの　ですか。だれ
――（これは）ワンさんの　です。

(1) 道
みち

子
こ

　　　　　(2) ビル　　　　 (3) スタット　　　 (4) 山
やま

田
だ

先
せん

生
せい

例
れい

；筆
ふで

箱
ばこ

（ワン） (1) 時
とと

計
けいけい

（キム）　(2) 消
けけ

しゴム（わたし）　(3) えんぴつ（リー）　(4) 雑
ざっ

誌
し

（ビル）

 Ａ：趣
しゅ

味
み

はなんですか。
 Ｂ：サッカーです。あなたの趣

しゅ

味
み

は？
 Ａ：読

どく

書
しょ

です。

？？ ？？ ？？
？

？？

例
れい

；
？？

？？

？
？？

ピアノ

音
おんおん

楽
がくがく

バレーボール 散
さんさん

歩
ぽぽ

サッカー

ピンポン カラオケオ

インターネットインタ ネット

映映
えい

画画
が

読
どくどく

書
しょしょ

料料
りょう

理理
り

野
や

球
きゅう

スポーツ

ゲームゲ ム

水
すいすい

泳
えいえい

？？

3

4
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　どうぞ　よろしく。

　（空
くうこう

港で）

田
た

　中
なか

：あのー、ワンさんですか。
ワ　ン：はい、ワンです。田

た

中
なか

さんですか。
田
た

　中
なか

：田
た

中
なか

です。日
に

本
ほん

へようこそ。
ワ　ン：はじめまして。どうぞよろしく。
田
た

　中
なか

：はじめまして。こちらは妻
つま

のみどりと娘
むすめ

の道
みち

子
こ

です。
みどり：みどりです。どうぞよろしくおねがいします。
道
みち

　子
こ

：道
みち

子
こ

です。よろしくおねがいします。
ワ　ン：こちらこそ。

はじめまして。

わたしはキム　ミヨンです。

かんこくのソウルからきました。

とうきょうだいがくのがくせい

です。

しゅみはピアノです。

どうぞよろしくおねがいします。
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　文
ぶん

房
ぼう

具
ぐ

売
う

り場
ば

はどこですか。

２階
かい

です。

 階
かかかかかかかかいかかかかかかかかかかかかか

段
だんいい

は
こちここここ らです。。。。。。。。。。。。。。。。。。

ありああああ がとう
ございます。

すみません。
ノートはどこですか。

あちらです。

これは 1冊
さつ

120 円
えん

、
こっちは5冊

さつ

500円
えん

…。

こちらは 10 冊
さつ

900 円
えん

ですよ。

はい、ありがとう
　　　　ございます。

じゃ、10 冊
さつ

ください。

ヤッター！

この消
けけ

しゴムはオマケです。

すみません。文
ぶん

房
ぼう

具
ぐ

売
う

り場
ば

はどこですか。

おかいどく…？
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？

１

２

３

４

５

６

７

８

９

10

なんにん

ひとり

ふたり

さんにん

よにん

ごにん

ろくにん

しちにん

はちにん

きゅうにん

じゅうにん

いくつ

ひとつ

ふたつ

みっつ

よっつ

いつつ

むっつ

ななつ

やっつ

ここのつ

とお

なんだい

いちだい

にだい

さんだい

よんだい

ごだい

ろくだい

ななだい

はちだい

きゅうだい

じゅうだい

なんまい

いちまい

にまい

さんまい

よんまい

ごまい

ろくまい

ななまい

はちまい

きゅうまい

じゅうまい

なんこ

いっこ

にこ

さんこ

よんこ

ごこ

ろっこ

ななこ

はっこ

きゅうこ

じゅっこ

なんぼん

いっぽん

にほん

さんぼん

よんほん

ごほん

ろっぽん

ななほん

はっぽん

きゅうほん

じゅっぽん

なんびき

いっぴき

にひき

さんびき

よんひき

ごひき

ろっぴき

ななひき

はっぴき

きゅうひき

じゅっぴき

なんばい

いっぱい

にはい

さんばい

よんはい

ごはい

ろっぱい

ななはい

はっぱい

きゅうはい

じゅっぱい

なんさつ

いっさつ

にさつ

さんさつ

よんさつ

ごさつ

ろくさつ

ななさつ

はっさつ

きゅうさつ

じゅっさつ

なんがい

いっかい

にかい

さんがい

よんかい

ごかい

ろっかい

ななかい

はっかい

きゅうかい

じゅっかい

？

１

２

３

４

５

６

７

８

９

10

物
もの

の数
かぞ

え方
かた

Classificatori numerali: in giapponese si inserisce sempre l’elemento contato in una determi-
nata categoria. Ricorda di studiare i classificatori per contare in modo efficace e corretto!

Classificatori generici Persone Autoveicoli ed 
elettrodomestici 

Oggetti piatti 
privi di spessore

Oggetti lunghi  
e affusolati

Piani di edifici Libri, riviste e 
simili

Bicchieri  
(di bevande)

Animali 
(esclusi quelli 

di grandi dimensioni)
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